
国際社会に対応する

早期語学教育を実践

　将来、国際社会のなかで生活していく児童にとって、コミュ

ニケーションの手段としての語学習得は絶対条件になります。

 語学習得は、知識欲旺盛で柔軟に対応のできる年齢から慣れ

親しませることが大切です。

 本校では国際的視野を広げる意図からも早期の英語教育を実

施しています。外国人講師による指導を取り入れ、「聞く力」

と「話す力」の育成に努めています。

　さらに、「読む力」「書く力」を加えた 4 技能育成のために、

英語指導のできる日本人講師との2人体制を検討しております。

小野学園小学校　　　　　　　　　　　　　学校紹介記事は p.31 を参照

　小野学園小学校に入学したばかりの多くの 1年生にとって、本学の「英語コース」の授業は、初めて英語に触れる機会とな

ることでしょう。この時期に、確固とした基礎を築くことが必要だと考え、下記のようにプログラムして英語授業を進めています。

特集［小学校の英語教育］

Stage
１

●１年生●

◆ フォニックス重視の発音の練習。聞き取り・発音の上達
＊フォニックス＝初歩レベルでの綴り字と発音の関係を
指導する理論

＊アルファベットの長音・短音の指導
A-ah / B-buh / C-cuh / D-duh / E-eh / F-fuh/ G-guh / 
H-huh ...
aaaapple - Apple aaa / bbbbbag - bag bbbb/ cccccat - 
Cat   cccc
Aa - ant / Bb - box / Cc - cat

・ポスターなどの視覚教材を用いて、概念・語学習得の
コツを紹介

Stage
２

●２年生●

◆ 文字と絵の関連づけによる単語力の構築の導入
＊ 26 文字のアルファベットを視覚的に指導
・ポスターなどの視覚教材を使用

◆ “聞き取り ”・“ 読み ”・“ 書き ”・“ 話す（会話）”の導入
＊単語力の基礎として、耳で聞き、また視覚的に完全に
判別できるよう、連結した文字も指導。

・フラッシュカード等使用

Stage
３

●３年生●

◆ “読み ”・“書き ”・“ 聞き取り ”・“話す（会話）”力の発展
＊会話文へと繋げるために、簡単な文章を作成できるよ

う指導。

◆ “読み ”・“ 話す（会話）”力の発展
＊簡単な質疑応答の形式を重ね、短いがまとまった内容
を伝えられるように指導。

Stage
４

●４年生●

Stage
５

●５年生●

◆ “聞き取り ”・“ 書き ”・“ 読み ”・“ 話す（会話）”力の発展
＊短く簡単な会話文が連続して繋がるように、問いの文・

答えの文・説明文の指導。

Stage
６

●６年生●

◆ “聞き取り ”・“ 話す（会話）”力の発展
＊視覚的な活動やロールプレイによる練習を通して、表

現方法や、言語の応用の指導。
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